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序章 まえがき

山浦地区は杵築市の北西に位置し、のどかな田園風景が広がる
豊かな自然に囲まれた地域です。
昭和３０年代には人口２、０００人を超え、農業を中心に地域

の人たちが日々の暮らしを営んでいました。高度経済成長期に入
り若者たちが地元を離れ、ゆるやかに人口が減少することとなり、
近年では急速に少子高齢化・過疎化が進み、家族や集落では解決
できない様々な問題が生じてきました。
ある程度は予測されていたことではありましたが、これからの

山浦地区を維持していくためには、新たな地域づくりへの転換が
求められてきました。
このような地域の状況のなか、杵築市が提唱する「協働のまち

づくり」の指針に則り住民・地域・行政がそれぞれに連携を取り
ながら、地域でできることは地域で考え実践する仕組みづくりを
行うため、平成２９年１０月に山浦地区「まちづくり計画」を策
定し７年が経過しました。この間社会情勢や地域の状況等が変化
していることから見直しを行いました。見直しにあたり、地域住
民の皆様の意見を反映するため、１５歳以上の住民を対象に「ま
ちづくり住民アンケ－ト調査」や「対話」を重ねてきました。
これらの調査結果を分析し課題を洗い出し、活性化対策を検討

し、地域計画の更新を行いました。
本計画に基づき、これからも安心・安全に暮らしていける、ま

ちづくりを展開していきます。

令和７年３月
山浦地区まちづくり推進協議会
会 長 阿 部 信 秀
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１ 山浦誕生の経緯と小学校の歴史

山浦地区の歴史は、明治５年の「山香郷各村の学区」によると、
「速見郡第二大区」に属し、明治２２年に「山浦村」「吉野渡
村」が「山浦村」に統合され、昭和３０年の「第二次町村合併」
で「山香町」が誕生し、「山浦村」から「山浦」と呼ばれるよう
になったとされています。
山浦地区の北端には、杵築市の最高峰である「雲ヶ岳」（６５

４ﾒ-ﾄﾙ）がそびえ、山林が広がっています。
また、当地区は降雨量が少なく地形的に河川が短いために、水

田農業を営むのに必要不可欠な水の確保が困難でした。先人たち
は、多くのため池を造り、周辺のクヌギ林につないで、限られた
水を有効に活用する農林水産循環システムを作り上げ、一部、現
在の山蔵川の源流として継承をしています。
その山蔵川の川沿いの本篠河縁には、大分県指定有形文化財の

板碑があります。
高さ２．６メートルの「建武板碑」が立ち、建武元年（１３３

４年）の銘が刻まれています。
その南東にあっては、大村山（４１９メートル）がおだやかな

山容を見せています。この付近一帯は、天文３年（１５３４年）、
周防（山口県）から攻め入って来た大内軍と、これを迎え討った
府内（大分市）の大友軍との間に激しい戦闘がくりひろがれた古
戦場です。また、大村山には、この戦いで戦死した大友軍の大将
吉弘氏直や、寒田親将三河守らの墓があります。
この近くにある、善神王社前には、大内軍の大将杉長門守の墓

と伝えられる巨大な「はなぐり石」が立っています。更に、下山
の杉の造林の中に、高さ約２メ－トルの角柱碑があり、貞治５年
（１３６６年）の年号と「覚位覚阿為逆修」の文字が読み取れ、
大分県指定有形文化財になっています。
この山あいから県道沿いに少し行くと、「楠ため池」が一望で

き、周囲４ｋｍ、面積６８ｈａ、貯水量約１２４ｋ㎡を誇る杵築
市最大のため池で、立石川流域の水田約６８ｈａに水を供給して
います。
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更に、県道沿いの長田バス停から南に約１５０メ－トル入る
と「金亀山泉福寺跡」があります。ここには、由来ある古い寺
で、境内に慶応３年（１３５１年）の銘が刻し立派な国東塔が
あります。大分県指定有形文化財でもあります。
その西の外れに国指定の重要有形民俗文化財として「石風呂

」があります。その他、指定文化財も多く、杵築市の「散策マ
マップ」や「健康ウォ－キングマップ」にも掲載され、各所イ
ベント等が開催されています。
そして、山浦小学校は、明治７年に山浦の「通正寺」仮校舎

として学校を開設し、後明治３１年山浦小学校改築校舎落成式
を挙行し、昭和２２年に山浦中学校も開校し小学校と中学校の
一貫した学校となりました。
昭和２９年には、山浦小学校器楽合奏が大分県最優秀として

滝廉太郎記念音楽祭に参加しています。昭和３４年に、山浦中
学校が閉校され上中学校と北部中学校へ進む様になりました。
昭和４４年には、町内初めてのプ－ルが完成されました。
このような多くの歴史を持った山浦小学校も児童数の急激な

減少により、平成２８年３月を持ち１４３年の長い歴史の幕を
閉じることとなりました。

こうした山浦地区の人口減少の要因は、若者の流出や産業の
変化などさまざまな環境によるものです。
若者の流出により、児童・生徒数の減少、そして、高齢化率

の上昇が進み、核家族化が進行し、その結果、これまでに行わ
れてきた共同作業や地域活動、伝統行事の実施が困難になるな
ど集落機能の低下も進んできています。
このような状況のなか、地域が抱える共通の課題を解決する

ため、従来の集落の範囲を超えて、ともに助け合い、支え合う、
一体的な地域づくりが必要となりつつあります。

資料：山香町誌より
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資料：杵築市市民課より
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２ 山浦の位置と概況

山浦地区は、杵築市の北西に位置し、北部には「るるパ－ク
(農業文化公園）」があり宇佐市安心院町に隣接し、信号機も無
い小さな集落です。
面積が約１９．８７ｋ㎡の人口は、４７８人（男２２５人、

女２５３人）で４つの集落（山浦北部・山浦西部・山浦南部・
山浦東部）により形成されています。
（４つの集落前は、１９地区の集落から形成されていました）
高齢者（６５歳以上）が、２７４人（男１１７人・女１５７

人）で約５７％を占めています。
さらに、後期高齢者（７５歳以上）は、１５７人（男５７

人・女１００人）の約３３％を占めている地区です。

(令和６年３月現在）
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資料提供：杵築市より

参考：山浦地区班別高齢化率調査

５

男 女 計 男 女 計 割合 男 女 計 割合

芋恵良
1 4 5 0 4 4 80.0% 0 4 4 80.0%

定野尾
20 18 38 9 12 21 55.3% 7 8 15 39.5%

原
13 17 30 7 7 14 46.7% 2 5 7 23.3%

西谷
6 7 13 4 6 10 76.9% 4 5 9 69.2%

飛松
19 21 40 6 11 17 42.5% 1 5 6 15.0%

浦篠 16 23 39 9 13 22 56.4% 3 8 11 28.2%

谷
12 11 23 4 7 11 47.8% 2 4 6 26.1%

本篠
7 11 18 5 9 14 77.8% 3 6 9 50.0%

川床 8 8 16 5 6 11 68.8% 1 3 4 25.0%

勢場
14 10 24 10 6 16 66.7% 3 4 7 29.2%

下山
10 10 20 7 9 16 80.0% 5 6 11 55.0%

石河野 10 21 31 6 13 19 61.3% 1 9 10 32.3%

出河内
20 16 36 7 5 12 33.3% 6 3 9 25.0%

長田
17 19 36 9 11 20 55.6% 4 6 10 27.8%

那留
10 16 26 4 12 16 61.5% 2 9 11 42.3%

楠原
11 10 21 7 8 15 71.4% 2 4 6 28.6%

吉野渡
19 19 38 12 14 26 68.4% 7 8 15 39.5%

速内
7 8 15 1 2 3 20.0% 1 2 3 20.0%

荒平 5 4 9 5 2 7 77.8% 3 1 4 44.4%

225 253 478 117 157 274 57.3% 57 100 157 32.8%

６５歳以上人口 ７５歳以上人口

合　計

令和６年３月　現在

山
浦
北
部

山
浦
西
部

山
浦
西
部

山
浦
東
部

行政区 地区
総人口



26 16 20 20 8 7

233

185
146

112
103 87

117

119

92

70

51
43

157

158

163

162

149

126

51.4%

57.7%

60.6%
63.7%

64.3%
64.3%

29.5%

33.5%

38.7%

44.5%
47.9%

47.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

0

100

200

300

400

500

600

2019 2024 2029 2034 2039 2044

山浦地区人口予測

0～14 14～64 65～74 75以上 65歳以上率 75歳以上率

533

478

421

361

311

263

17 7 7 5

209

164
122

98

111

85

69

50

157

157

150

135

494

413

348

288

資料提供：杵築市より

2016年時の予測からみますと、やや緩やかな減少となっていますが、確
実に人口減少や少子高齢化の歯止めはかかりません。今後、約２０年後
には、３００人を割ってしまうと同時に後期高齢者(75歳以上）が約４
８％になる予測です。人口流出や社会情勢が大きく変化するなか、移住
者促進事業と受入れ体制の整備が不可欠となっています。

参考：今後の山浦地区人口の推移予測

６
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１ 杵築市の人口推計と山浦

杵築市の「保健医療福祉総合計画2024」による杵築市の人口
推計によりますと、下記のように推測されます。
２０２５年には、２５,１９８人
２０３０年には、２３,２９１人
２０３５年には、２１,４９６人
２０４０年には、１９,９６１人と推計されています。
このような人口減少は、経済活動の停滞や住民生活に大変な

不便をもたらす可能性があります。同山浦地区も同様にこれ以
上に不便をもたらしてきます。
これまで地域を支えてこられた方々が高齢者となり、地域の

担い手は減少し続けています。これからも地域が続いていくた
めにはＵＩＪタ－ンを含め今の世代に続く次世代の定住が一層
重要と考えています。
そこで、次世代の定住条件づくりも視野に入れながら、地域

づくりを進めていくために、山浦地区地域計画を更新策定する
ことになりました。
今回のアンケ－ト調査は、多くの皆様の山浦地区に対する思

いから地域の良さと課題などを改めて探るためのものです。
本調査は、山浦地区に住民票をお持ちで、令和６年４月１日

現在の満１５歳以上人口の全員人口を対象に、区長、班長を通
じて行いました。
このふり返りのアンケ－ト調査にご理解・ご協力いただき感

謝申し上げますと同時に、これからも、山浦地区の振興発展の
ためにご理解・ご協力いただきますようお願い申し上げます。

令和６年１２月
山浦地区まちづくり推進協議会
会長 阿部 信秀

第２章 地域計画更新に伴う杵築市と山浦の概要
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１ 地域計画更新のためのアンケ－ト結果と分析

【１】アンケ－トの概要

期 間 ： ９月３０日配布、１０月１８日締め切り
対 象 ： 山浦地区住民で１５歳以上(452名/468名）
回 収 ： 用紙 234票 インタ-ネット30票(264票）
回答率 ： ５８,４％

【２】回答状況(前回との比較)

【３】地区別回答状況

８

２０１７年 ２０２４年

全体 回答 率 全体 回答 率

山浦地区 ５８０ ４３０ 74,1% ４５２ ２６４ 58.4%

男性 ２５７ １９３ 75.1% ２４５ １１７ 47.8%

女性 ３２３ ２２３ 69.0% ２０７ １２８ 61.8%

●回答率を前回と比較してみますと、約15,7%減っています。
女性が約７％に対し、男性は約２７％も減っています。

●各地区の回答率を見ると、東部地区が約６６％と高く、続い
て西部地区の６０％、南部地区、北部地区では５０％を割っ
ている結果でした。

山浦東部 山浦西部 山浦南部 山浦北部

対象人数 １７０ ５３ ７２ １５７

回答数 １１２ ３２ ３２ ７５

比率 ６５，９％ ６０，４％ ４４，４％ ４７，８％



【４】年代別回答状況

９

●各年代別の回答状況を見てみますと、６０代・７０代が
約７８％近く関心度が高いことが見られます。
また、５０代以下の若い年代の回答や意見が少ないことが
気になります。

２０歳
以下

３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

対象 ３８ ２２ ３９ ４７ ９２ １１３ １１０

回答 ９ １１ １５ ２０ ７２ ８５ ４６

率 ２４％ ５０％ ３９％ ４３％ ７８％ ７５％ ４２％



１０

【５】協議会活動やイベント参加状況

【６】協議会活動やイベントの満足度

【７】協議会活動の認識状況

無回答 １８％



１１

【８】協議会活動について評価

●各イベント活動の評価はおおむね良い傾向にあるが、定住促進
、移動販売、歴史・文化遺産保護などにおいては不十分、不明
との評価を得ています。
産業においては数年前から手掛けているものの認知度が弱いも
のと推測します。
歴史、文化遺産、移動販売・定住促進は、協議会としても取

組みが出来ていないのが実情なので、今後の課題として受け止
めて行きたいと思います。



１２

【９】生活をする上での困りこと

●イノシシやシカなど有害鳥獣被害が断トツに多いことが分かり
ます。協議会でも把握し、令和６年より話し合いを重ね狩猟免
許取得を促し、９名の方々が受験をしています。各地域で捕獲
や駆除に寄与するものと思います。生活面では、移動手段や庭

の草刈りなどが困難になりつつあります。

【１０】これからの活動に期待すること

●防災・防犯の取組みや生活支援・福祉への期待度が高い。
続いて移住者の受入れや各種イベント企画に期待していること
が伺えます。



１３

【１１】アンケ－トその他欄や意見のまとめ

Ｑ２：協議会が行うイベント等について

●イベントの内容自体は概ね好評で、地域交流の機会として意義があ
ると評価されている。

●イベント参加率向上や準備作業の軽減を望む声がある。
●具体的な改善点としては、ウォ－クコ－スの変更、駐車場の整備、
ＳＮＳなどによる広報強化、世代間や地域住民参加の促進などが挙
げられています。

●一方で、イベント開催そのものの継続と、主催者・スタッフへの感
謝の声もあります。

以上の傾向から、イベント内容自体は評価されている一方で、参加率向
上と準備作業軽減を図る改善が求められています。
また、参加率アップと労力軽減の両立が今後の課題だと考えられます。

Ｑ４：協議会からのお知らせについて

●広報紙や回覧板（チラシ）など十分届いていることが評価さ
れ継続を期待する意見が多い一方で、ＳＮＳによる発信(LINE)、配
信を希望する意見もあります。

●情報の速報性について期待する意見もあります。

Ｑ６：生活の困りごとについて

●地域の担い手が固定化されている点、有害鳥獣被害(イノシシの他
猫など）、工作放棄地の拡大の指摘が多くあります。

●夜間の暗さ（外灯）を指摘する意見もあります。
●今は困っていないが、将来を不安視する意見もみられます。

人口減少と高齢化に伴う地域づくりの負担増、自然環境や生態系の変化
(蛍の減少)、日常生活に便宜性向上が課題となっています。



１４

Ｑ７：今後の活動の期待について

●地域の安全に関する問題が懸念されています。
（鳥獣被害、防犯のほか、交通安全としての草刈りなど道路の保全）
●コミュニティ活動への参加、行事等の開催を期待されています。
（地域の行事、趣味や講座の開催）

こうした活動について、現在のイベントや活動の継続とともに、役員
等活動メンバ－に期待する意見がみられます。

Ｑ８：区長や協議会メンバ－等を
引き受けたくない理由について

●年齢や身体の不調
多くの住民が高齢や身体的な理由で町内会の活動に参加できない。

●仕事や家庭状況
夜間仕事をしている。家族の介護をしているなど、個人的な事情
や家庭の状況から参加できない。

●社交性
“人付き合いが苦手”などの意見があり参加できない。

一方で、現在は無理ですが将来的に参加を考えているなど、将来的に
可能性を示唆する意見もあります。

Ｑ１０：暮らしにくいと感じることについて

●インフラの問題
ネット環境の不十分さ、移動手段の必要性や不便さ、買い物や通
院等へのアクセス困難、ス－パ－や学校が近くにないこと、
道路の状態の悪さなどが指摘されています。

●自然環境とその問題
動物の被害（イノシシ等）、道路の支障木の問題があります。

●高齢化と人口減
高齢者の生活難易度や人口減による人間関係の希薄化、空き家や
荒れた農地等の問題、若者の不在が指摘されています。
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●地元の活動
人口が少ないのに行事が多く、関わるのが大変である。

全般的にネガティブな意見として、生活がしずらい、物価が高い、個人
攻撃が多い、衛生状況の悪さなど地域での生活の難しさを指摘する意見
も見受けられます。
地元への満足感を述べる声や地域の人々と友好的に交流している人々も
います。健康関係のサ－ビスに対する感謝の声もあります。

その他自由意見の内容

１ 地区のイベント評価
・地区が主催するイベントや行事は、一般的に良い評価を受けていま
すが、景品や内容の更新を求める声もあります。

２ 高齢化に伴う不安
・高齢者の増加とともに、今後の生活や地区の持続性への不安が表明
れています。

３ 現状の維持
・現在のコミュニケーションチャンネルや行事に満足している人もい
る一方で、一部の人々は行事への参加機会や環境に困難を感じてい
ます。



１ 活動計画の目的

人口減少により、集落機能を維持することが困難になってい

る山浦地区において、全ての地域住民が参加する山浦地区まち

づくり推進協議会が主体となり、杵築市、各種団体との、協力

役割分胆を明確にしながら、各種生活機能を集約し、地域資源

を活用し、仕事・収入を確保するなど地域課題の解決に向けた

取組みを持続的に行うことで、住み慣れた山浦地区で安心して

暮らし続ける環境を確保します。

２ まちづくりの基本方針

（１）地域計画を定期的に策定する地域

地域計画の更新で、令和６年１０月に１５歳以上の住民を対

象として実施した住民アンケ－トの結果を基に、地域の状況を

数値で把握し、将来人口・高齢化率など認識したうえで、地域

が持続していくための対策のひとつとして、移住定住者を増や

す取組みを強化し、将来の地域活動のシュミレーションなどを

行います。また、アンケ－トから見いだした論点から若者を中

心としたワ－クショップなどを開催し、地域性を再認識し、地

域の良さや課題を探り、今後の地域の在り方について、地域の

将来ビジョンを盛り込み、「地域計画更新」の策定や組織体制

を見直します。

第３章 まちづくり推進協議会の基本方針・活動計画

１６



（２）高齢者が元気で支え合う地域

高齢者サロンやデイサ－ビスを推奨し、一人暮らしや高齢者
のみ世帯の多くの方々に利用を促します。背景としては、高齢
者になると家に引きこもりがちになり、地域で孤立してしまう
恐れがあります。それを防ぐためには、サロンのような「通い
の場」を確保して、楽しみ、生きがいを見出し、社会参加のき
っかけにします。
また、グラウンドゴルフや、老人クラブ活動などに継続的に

加入を促し、仲間同士でお互いのことを気にかけ合うことで見
守りを行います。

（３）活力が生まれる地域

有償ボランティアの多種さまざまな事業主体と協力し、草刈

り、買い物、掃除、ゴミ出しなどの生活支援、サロンと組み合

わせた助け合い・支え合いの提供体制を確立し、一人ひとりの

元気を地域の元気にする体制を構築します。将来的には、ＩＴ

を使った情報収集や送受信ができる機能を各戸別にもたせて、

困りごと、緊急時や、防災など見守りが出来る仕組み創りを検

討します。

さらに、一般社団法人「野草の里やまうら」の立上げを基に

地域資源等活用し、野草を中心とした商品開発から販売までを

確立しています。ここを拠点とし、新たに食堂・カフェやよも

ぎ蒸しなどを計画して地域外の集約を図ります。

組織運営と事業の安定化とともに、地域経済循環を促すため

の計画策定を行います。売上の一部をまちづくり推進協議会の

活動資金に結び付けられるよう進めて行きます。
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（４）安心・安全な暮らしができる地域

地域での緊急時に対応するため、防災訓練・教育を強化し、

地域の特性に応じた備えを進めます。

定期的な、防災・避難訓練を実施し、防災意識の普及・促進

を図ります。また、近年「各種の請求、還付金や警察官になり

すました詐欺」など多くの事件が発生しています。

そこで、警察などの関係機関と協力・連携した情報共有を図

り、地域に対して防犯に関する情報提供など進めていきます。

（５）計画期間

５年間（令和７年度から令和１１年度まで）
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３ 活動計画・方向性

１ 福祉・防災部会

１）福祉・防災部活動の目的

・住民が心豊に暮らせ続ける地域となるように、健康長寿で
近隣と交流や支え合う気持ちで生活ができる環境を推進し
ます。

・日頃から防災について十分な意識と一定の知識・技能を持
ち地域で防災・避難訓練を行い、いざというときに協力し
対応ができる体制づくりを行います。

２）活動目標

（１）社会参加活動の推進

①地域で活動している事業・行事への参加を促し、健康維
持増進に努めます。生涯学習の一つの「健康教室」への
参加を多くの高齢者へ呼び掛け、週１回の通いの場とし
て定着を図ります。
（サロン参加者の掌握をする）

②地域をあげて予防に重点を置いた健康づくりを推進しま
す。

ア）減塩対策事業として、住民への講話・塩ジョイメニュ
－など、家庭向けレシピへと参考にしてもらう。

イ）口腔機能の維持・向上を住民へ周知する。
ウ）定期的な筋力トレ－ニングで、足腰の筋肉に刺激を与

える。
③防災・避難訓練などに参加を促し、自助努力が出来る知
識を学習してもらい、自主防災組織等を充実させて、住
民ひとり一人の防災意識を高揚します。
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（２）地域の後期高齢者・要支援者など把握

①各地域にどのような後期高齢者・要支援者がいるのか把
握するため、定期的な訪問をし情報収集します。

②訪問後、見守りネットワークを創り、地域の民生委員と
情報を共有し、防災・避難情報としても活用します。

３）取組計画

（１）後期高齢者を対象とした「山浦よいとこ長寿まつり」を
通年事業とします。

（２）ひとり暮らし宅へ「友愛活動(見守り訪問）」を行い、民
生委員と情報共有します。

（３）生涯学習の活動で「健康教室」の参加者を募り多くの方
が健康維持できるよう継続します。

（４）山浦地区合同の防災訓練「防災・避難・消化訓練」など
毎年開催します。

（５）地域防災力の強化に向けた取組みをします。

補足：各区長と協力して「防災・危険個所」などを再確認し
ます。（各地区の危険個所マップなどから）
また、避難所の環境整備や避難所までの経路を再確認
し、自助、共助に向けた防災学習や要避難者及び協力
員を明確にして山浦地区総合の防災組織になるよう計
画的に活動とします。



２ 地域間交流・社会教育部会

１）地域間交流・社会教育部の取り組み目的

・山浦地区住民が主体となって、地域内外との交流を図る
イベントを企画し、急激な人口減少・高齢化が進むなか
、地域に元気と活力を高めます。

・豊かな人生を送ることが出来るよう、高齢者の生きがい
づくりや子どもの健全育成をはじめ、地域住民が知識を
習得をし、若い世代の力やアイデアなど協働した学習を
行います。

２）活動目標

（１）定期・新規イベントを協働して開催

①地域で実施している事業・行事への参加を地区外への
呼び掛けをなど幅広く促し、健康維持推進に努め、参
加者同士の親睦を深めます。

②各部会が開催するイベントを共同で進め、グラウンド
ゴルフ大会など、地域の自主的な取組みを通じて地域
内外と交流を図ります。

３）取組計画

（１）多世代(青少年から中高年）が一丸となって、今までの行
事活動の見直しや運営のやり方を協議し、担い手の育成等
ができるよう継続します。

（２）定住者促進や移住者の受入れ体制を構築し空き家住宅の確
保を推進コ－ディネ－タ－を専任して対応します。
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３ 地域産業部会

１）地域産業部の取り組み目的

・地域外から「人」を呼び込むための体制を構築します。
・後継者不足や圃場環境の悪条件から、農地の荒廃や未利用
用地が急増し、集落の存続に大きな影響が生じている。
これらを解消するため、「個人完結の農業」から脱却し、
山浦地区全体で農地の荒廃防止や利活用を検討します。

・有害鳥獣被害が年々多くなり、対策に地域が一体となり猪
や鹿等の狩猟を猟友会との協働で対応を図ります。

２）活動目標

（１）定期・新規イベントを協働して開催
①多世代交流拠点として、「カフェ・よもぎ蒸し」など
新規事業にも参入して、多様性の生活環境を構築して
地域外の人を呼び込みます。

②農業研修生や体験希望者など非農家も含めた地域内外
の人材を受入れることにより、後継者の育成につなげ
ます。

（２）農地保全や地域資源を利活用
①地域で活動している事業「一社 野草の里やまうら」
で野草ビジネスを推進し、野草栽培から加工拠点の創
出、販売体制を支援します。地域の資源を利活用した
コミュニティビジネスを振興し、経済循環を促す体制
を構築します。

②山浦の特産物として「米」の取り扱いを強化し、各イ
ベントで使用してもらう。また、レンゲ草播種による
地力強化からブランド化を図ります。
（山浦の写真など掲載し地域の特色を出す）

③地域の若手を中心にした狩猟免許の取得を促し、効率
的な駆除の仕方などを指導できる体制を構築します。
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３）取組計画

（１）「(一社)野草の里やまうら」を活用し山浦特産品発掘や
事業支援をします。

（２）春の大茶会や竹の子狩り＆山菜収穫体験並びにやまの市
即売会に向けた推進をします。

（３）鳥獣被害対策の取組みに、多面的機能推進事業を活用し
若手への狩猟免許取得を促し、猟友会と協力して被害減
少に取り組みます。

（４）お米の減農薬栽培や休耕田の景観整備を推進します。
（農地へのレンゲ草播種推奨など）

（５）県外など農業体験学習や農業研修の受入れ体制を学習し
計画的に仕組みを構築します。
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第４章 まちづくり計画の実現を目指して

地域住民の意見が集約された「山浦地区まちづくり計画」を更
新し実現していくためには、まちづくりの方向性を共有するとと
もに、みんなで話合い、決定できる仕組みに取り組んで行きたい
と考えています。
そこで、下記の４つを指針を基に目指します。

（１） 住民主体のまちづくりを行います

この計画書は、私たちが暮らす山浦地区を、よりよい地域にす
ることを目指して策定したものです。住民や地域と行政との連携
を取ることが重要です。
そのためには、住民自らが考え行動をしようとする意識と既存

の事業活動をみんなで共有化し、無理をせずに展開しながら活動
の輪を広げて、輝く地域にします。

（２） 協働のまちづくりを行います

まちづくりの主人公は地域住民であります。住民ができること
は自主的に取り組みながら、行政ができることは行政が役割を担
うことが大切です。
役割分担を明確にしながら、互いを尊重し、連携して活動を進

めて行く協働のまちづくりを進めます。

（３） 具体的な実施計画書を作成します

本計画書では、基本方針に沿って活動内容を定めています。
この活動内容を具体的な活動に繋げていくためには、実施年度

毎に具体的な実施計画を作成します。多くの意見を反映さるため
に、まずは専門部会で実施計画を協議し、最終的には役員会で総
合調整を行い、住民総会で事業や予算を決定する仕組みを確立さ
せます。
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（４） 事業計画の進捗管理体制を確立します

この計画は、５年の期間に及ぶものであり、多くの
地域住民が参画し、計画の実現に向けて進められるべ
きものです。
よって、今後は、計画（Ｐ）・実施（Ｄ）・点検

（Ｃ）・改善（Ａ）と計画実現のサイクルを導入し、
計画や結果及び事業の進捗などを反映させるように、
参加者へ行事の精査（アンケ－ト調査）を行います。

住民が住み慣れた地域で暮らし続けられることができ
るような、地域づくりを目指し進めていきます。
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